
  

一 

令和 7 年 8 月 29 日 (金曜日) 千 葉 県 報 号外第８１号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

教
育
委
員
会
規
則 

○ 

千
葉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

 
 

公
安
委
員
会
規
則 

○ 

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
診
断 
 

 
 

 
 

を
行
う
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

 
 

告 
 

示 

○ 

昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

○ 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

○ 

平
成
二
十
四
年
千
葉
県
告
示
第
百
七
十
五
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

 
 

公
安
委
員
会
告
示 

○ 

銃
刀
法
に
よ
り
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

教

育

委

員

会

規

則 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 

杉 

野 
 

可 

愛 
 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号 

 
 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
□
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
□ 

 

□
出
席
の
特
例
□ 

第
五
条
の
二 

教
育
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
□
教
育
長
及
び
委
員
は
□
映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に

よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
法
に
よ
つ
て
□
会
議
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
会
議
に
参
加
し
た
者
は
□
会
議
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
□ 

 

第
十
六
条
中
□
書
類
□
を
□
資
料
□
に
□
□
議
席
に
お
い
て
配
布
□
を
□
配
付
□
に
改
め
る
□ 

 

第
二
十
三
条
第
二
項
中
□
議
場
に
い
る
□
を
□
出
席
し
て
い
る
□
に
改
め
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
□
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

公

安

委

員

会

規

則 

 
 

 
 

            

告

示 

千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号 

 

昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号
□
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生

す
る
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
□
令
和
七
年
九
月
十
二
日

か
ら
施
行
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

指
定
地
域
の
表
の
備
考
中
□
令
和
五
年
七
月
七
日
□
を
□
令
和
七
年
五
月
三
十
日
□
に
改
め
る
□ 

 
千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号 

 

昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号
□
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生

す
る
騒
音
の
時
間
の
区
分
及
び
区
域
の
区
分
ご
と
の
規
制
基
準
の
設
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
□
令
和
七
年
九
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

な
お
□
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
□
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
定
工
場
等
で
あ
□
て
□
改
正

後
の
昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号
□
以
下
□
新
告
示
□
と
い
う
□
□
に
規
定
す
る
当
該

特
定
工
場
等
に
係
る
規
制
基
準
値
が
改
正
前
の
昭
和
四
十
九
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号
に
規
定
す

る
規
制
基
準
値
未
満
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
□
新
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
こ
の
告
示
の
施
行
の

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

7

年

8

月

29

日 

号 
 

外 

 

 
銃

砲
刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

第
４

条
の

３
第

２
項

及
び

第
１

２
条

の
３

の
規

定
に

よ
り

診
断

を
行

う
医

師
の

指
定

に
関

す
る

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

を
こ

こ
に

公
布

す
る

。
 

 
 

令
和

７
年

８
月

２
９

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

公
安

委
員

会
委

員
長

 
 

飯
 

田
 

 
浩

 
子

 
 

 

千
葉

県
公

安
委

員
会

規
則

第
９

号
 

 
 

 
銃

砲
刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

第
４

条
の

３
第

２
項

及
び

第
１

２
条

の
３

の
規

定
に

よ
り

診
断

を
行

う
医

師
の

指
定

に
関

す
る

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

 

 
銃

砲
刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

第
４

条
の

３
第

２
項

及
び

第
１

２
条

の
３

の
規

定
に

よ
り

診
断

を
行

う
医

師
の

指
定

に
関

す
る

規
則

（
平

成
２

１
年

千
葉

県
公

安
委

員
会

規
則

第
９

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
第

１
条

第
１

項
の

表
中

「
第

８
条

第
３

号
」

を
「

第
１

１
条

第
３

号
」

に
改

め
る

。
 

 
 

 
附

 
則

 

 
こ

の
規

則
は

、
公

布
の

日
か

ら
施

行
す

る
。

 



 
 

 

二 

千 葉 県 報 号外第８１号 令和 7 年 8 月 29 日 (金曜日) 

第
二
種
区
域 

第
一
種
住
居
地
域 

第
一
種
区
域 
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域 

第
二
種
区
域 

第
一
種
住
居
地
域 

日
か
ら
三
年
間
は
□
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

時
間
及
び
区
域
区
分
の
表
の
備
考
第
二
号
の
表
山
武
郡
芝
山
町
の
項
中 

□ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
備
考
第
一
号
中
□
令
和
五
年
七
月
七
日
□
を
□
令
和
七
年
五
月
三
十
日
□
に
改
め
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号 

 

昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号
□
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生

す
る
振
動
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
□
令
和
七
年
九
月
十
二
日

か
ら
施
行
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

指
定
地
域
の
表
の
備
考
中
□
令
和
五
年
七
月
七
日
□
を
□
令
和
七
年
五
月
三
十
日
□
に
改
め
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号 

 

昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号
□
振
動
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生

す
る
振
動
の
時
間
の
区
分
及
び
区
域
の
区
分
ご
と
の
規
制
基
準
の
設
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
□
令
和
七
年
九
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

な
お
□
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
□
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
定
工
場
等
で
あ
□
て
□
改
正

後
の
昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号
□
以
下
□
新
告
示
□
と
い
う
□
□
に
規
定
す
る
当
該

特
定
工
場
等
に
係
る
規
制
基
準
値
が
改
正
前
の
昭
和
五
十
二
年
千
葉
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号
に
規
定
す

る
規
制
基
準
値
未
満
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
□
新
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
こ
の
告
示
の
施
行
の

日
か
ら
三
年
間
は
□
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

時
間
区
分
及
び
区
域
区
分
の
表
の
備
考
第
二
号
の
表
山
武
郡
芝
山
町
の
項
中
□
第
一
種
住
居
地
域
□
を

□
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
一
種
住
居
地
域
□
に
改
め
□
同
表
の
備
考
中
□
令
和
五
年
七
月
七

日
□
を
□
令
和
七
年
五
月
三
十
日
□
に
改
め
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号 

 

昭
和
五
十
三
年
千
葉
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号
□
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
類
型
ご
と
の

地
域
の
指
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

別
表
第
二
富
里
工
業
団
地
の
項
中
□
立
沢
新
田
□
を
□
立
沢
□
立
沢
新
田
□
に
改
め
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号 

 

平
成
二
十
四
年
千
葉
県
告
示
第
百
七
十
五
号
□
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
指
定
及
び
規
制
基

準
の
設
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
□
令
和
七
年
九
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 

一 

規
制
地
域
の
表
の
備
考
中
□
令
和
五
年
七
月
七
日
□
を
□
令
和
七
年
五
月
三
十
日
□
に
改
め
る
□ 

公

安

委

員

会

告

示 

 
 

 
 

                       

」
 

を 

」
 

に
改
め
□
同
表 

千
葉

県
公

安
委

員
会

告
示

第
３

２
号

 

 
銃

砲
刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

第
４

条
の

３
第

２
項

及
び

第
１

２
条

の
３

の
規

定
に

よ
り

診
断

を
行

う
医

師
の

指
定

に
関

す
る

規
則

（
平

成
２

１
年

千
葉

県
公

安
委

員
会

規
則

第
９

号
）

第
１

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

次
の

医
師

を
指

定
し

た
の

で
、

同
規

則
第

２
条

の
規

定
に

よ
り

次
の

と
お

り
告

示
す

る
。

 

 
 

令
和

７
年

８
月

２
９

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

公
安

委
員

会
委

員
長

 
 

飯
 

田
 

 
浩

 
子

 
 

 

１
 

指
定

の
期

間
 

 
 

令
和

７
年

６
月

２
８

日
か

ら
令

和
１

０
年

６
月

２
７

日
ま

で
 

２
 

指
定

医
師

等
 

医
師

の
氏

名
 

勤
務

す
る

病
院

名
 

病
院

の
所

在
地

 
診

断
の

対
象

者
 

女
屋

光
基

 
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
下

総

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

 

千
葉

市
緑

区
辺

田
町

５
７

８
番

地
 

銃
砲

刀
剣

類
所

持
等

取
締

法
（

昭
和

３

３
年

法
律

第
６

号
）

第
５

条
第

１
項

第

３
号

の
政

令
で

定
め

る
病

気
（

銃
砲

刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

施
行

令
（

昭
和

３

３
年

政
令

第
３

３
号

）
第

１
１

条
第

３

号
に

定
め

る
病

気
を

除
く

。
）

に
か

か
っ

て
い

る
者

並
び

に
同

法
第

５
条

第

１
項

第
４

号
及

び
第

５
号

に
掲

げ
る

者
 

志
津

雄
一

郎
 

医
療

法
人

社
団

双

和
会

志
津

ク
リ

ニ
ッ

ク
 

佐
倉

市
上

志
津

１
，

６
６

９
番

地
ヴ

ァ
ン

ベ
ー

ル
志

津
２

０
１

 

銃
砲

刀
剣

類
所

持
等

取
締
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